








写真３−１　恵泉女学園大学の生活園芸Ⅰ「タネから食卓まで」
（春学期：ジャガイモ）

写真３−２　循環、多様性、共生を基本とした有機農業の実践

地元産牛糞たい肥
地元造園業者の刈草 伝統的なたい肥作り
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写真３−３　S. グリースマン教授を迎えて行った国際シンポジウム
（2009 年 5 月、恵泉女学園大学）

写真３−４　第 1 回カリフォルニア FS でオーブンを作成
（2011 年 9 月、カリフォルニア大学サンタクルーズ校）
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写真３−５　やまなしオーガニックフェスタで CAN コーヒーを販売
（2019 年 10 月、山梨県甲府市）

写真３−６　キッズ交流ガーデン「親子有機野菜教室」で
（港区南青山　あい・ぽーと）
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図３−１　生活園芸Ⅰの実習開始前後の意識の変化
（2020 年度　n=31）
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図３−２　生活園芸Ⅰの実習開始前後の意識の変化
（2019 年度全クラス　n=277）
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４
．
景
観
研
究
か
ら
み
た
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
考
古
学

羽
生　

淳
子

考
古
学
・
民
族
誌
と
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー

こ
の
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
縄
文
時
代
（
約
一
六
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
年
前
）
の
考
古
学
研
究
と
近
現
代
に
お
け

る
農
山
村
の
民
族
誌
史
・
民
俗
学
的
研
究
（
以
下
、
民
族
誌
研
究
）
が
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
か
ら
み
た
景
観
の
歴
史

的
連
続
性
と
在
来
知
の
重
要
性
を
考
え
る
際
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
学
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
食
料
シ
ス
テ
ム
の
長
期
的
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
、
景
観
の
保
全
、
さ
ら
に
日
本
に
お
け
る
食
料
生
産
の
将
来
像
を

考
え
る
際
、
示
唆
に
富
む
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
考
古
学
と
歴
史
生
態
学
の
視
点
か
ら
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
生
業
・
食
の
多
様
性
と
生
業
シ

ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
弾
力
性
）
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
１
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
四
～

二
〇
一
七
年
に
は
、
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
（
地
球
研
）
で
「
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模
経
済
活
動
と
長
期
的
持
続

可
能
性
―
歴
史
生
態
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」（
小
規
模
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
他
分
野
の

研
究
者
お
よ
び
地
域
の
住
民
た
ち
と
と
も
に
、
小
規
模
で
多
様
な
生
産
活
動
の
利
点
に
つ
い
て
、
学
際
的
な
議
論
を
進

め
た
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
日
本
生
命
財
団
の
学
際
的
総
合
研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ヤ
マ
・
カ
ワ
・
ウ
ミ

に
生
き
る
知
恵
と
工
夫
―
岩
手
県
閉
伊
川
流
域
に
お
け
る
在
来
知
を
活
用
し
た
環
境
教
育
の
実
践
―
」（
以
下
、
ニ
ッ
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セ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
研
究
活
動
も
並
行
し
て
行
い
、
岩
手
県
を
中
心
と
し
た
東
北
の
農
家
や
地
域
住
民
の
方
々

の
お
話
を
伺
っ
た
。
そ
し
て
、
在
来
知
と
地
域
の
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
、
短
期
的
な
効
率
主
義
に
も
と
づ
い
た
「
成

長
モ
デ
ル
」
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
在
来
知
の
視
点
か
ら
食
と
生
業
の
多
様
性
を
重
視

す
る
「
小
規
模
分
散
モ
デ
ル
」
を
提
唱
し
た
（
羽
生
他
編
二
〇
一
八
：
二
六
六
頁
）。

ニ
ッ
セ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
の
う
ち
、
考
古
学
者
の
視
点
か
ら
と
く
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
岩
手
県

山
間
部
に
お
け
る
食
と
生
業
の
多
様
性
と
重
層
性
で
あ
る
。
北
上
山
地
の
旧
川
井
村
地
区
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
の

結
果
か
ら
は
、
生
業
と
人
々
の
暮
ら
し
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
く

に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
生
業
戦
略
の
重
層
性
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
は
、
常
畑
に
お
け
る
ヒ

エ
・
ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
を
中
心
と
す
る
二
年
三
毛
作
に
加
え
て
、
焼
畑
に
よ
る
ソ
バ
・
ア
ワ
・
ア
ズ
キ
な
ど
の
栽
培
、
さ

ら
に
そ
れ
で
も
食
料
が
不
足
す
る
場
合
に
備
え
た
シ
タ
ミ
（
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
）
や
ト
チ
ノ
ミ
の

採
集
・
貯
蔵
、
と
い
う
多
重
の
生
業
戦
略
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
イ
ネ
の
品
種
改
良
と
農
業
機
械
の
導
入

に
よ
っ
て
水
田
稲
作
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
昭
和
三
〇
年
代
以
前
の
こ
の
地
域
の
暮
ら
し
は
、
複
数
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
・
プ
ラ
ン
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

主
食
と
生
業
の
多
様
性
・
重
層
性
に
加
え
て
、
豊
富
な
山
の
幸
の
利
用
、
凍
み
イ
モ
や
凍
み
豆
腐
、
干
し
キ
ノ
コ
や

ワ
ラ
ビ
、
等
の
食
料
長
期
保
存
の
在
来
知
、
保
存
食
の
交
換
な
ど
に
も
と
づ
い
た
相
互
扶
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
過
去

の
災
害
や
飢
饉
の
記
憶
に
関
す
る
記
憶
の
伝
承
も
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で

あ
っ
た
（
真
貝
・
羽
生
二
〇
一
八
）。
さ
ら
に
、
ニ
ッ
セ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
比
較
地
域
と
し
て
選
ん
だ
岩
手
県
二

戸
市
浄
法
寺
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
は
、「
漆
掻
き
」
と
い
う
食
料
生
産
以
外
の
生
業
活
動
も
、
地
域
の
暮

ら
し
の
精
緻
な
周
年
サ
イ
ク
ル
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
伊
藤
・
羽
生
二
〇
一
八
）。
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食
・
生
業
の
多
様
性
と
在
来
知
の
重
要
性
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
こ
の
よ
う
な
調
査
成
果
は
、
本
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
の
２
章
で
論
じ
た
、
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
見
た
生
業
と
生
態
系
シ
ス
テ
ム
の
多
重
安
定
性
（H

olling 
Gunderson and Ludw

ig 2002

）、
と
い
う
考
え
方
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
と
く
に
興
味
深
い
の
は
、
旧
川
井
村

地
域
を
含
む
北
上
山
地
の
各
地
で
、
ド
ン
グ
リ
や
ト
チ
の
実
が
、
雑
穀
と
と
も
に
主
食
の
多
様
性
の
一
環
を
担
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
小
山
修
三
（
一
九
八
四
、六
四
頁
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ヒ
エ
な
ど
の
雑
穀
の
生
産
量
が
多
い
山

村
の
民
族
誌
で
は
、
ド
ン
グ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
堅
果
類
や
、
ワ
ラ
ビ
・
ク
ズ
な
ど
の
野
生
植
物
か
ら
の
で
ん
ぷ
ん
質

食
料
の
複
合
が
主
食
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
在
来
知
に
も
と
づ
い
た
一
九
五
〇
年
代
頃
ま
で
の
食
料

生
産
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
で
ん
ぷ
ん
質
食
料
資
源
は
、
補
助
的
な
食
物
で
は
な
く
、
食
と
生
業
シ
ス
テ
ム
の
多
重

安
定
性
を
支
え
る
重
要
な
要
素
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
は
、
多
様
な
で
ん
ぷ
ん
質
食
料
を
主
食
と
し
な
が
ら
、
環
境
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
柔
軟
に

進
化
し
続
け
る
食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
原
型
は
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
（
約
六
〇
〇
〇
年
前
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
、
と

考
え
て
い
る
。
日
本
列
島
に
お
け
る
食
料
生
産
の
歴
史
の
画
期
を
考
え
る
場
合
、
一
般
に
は
、
水
稲
耕
作
の
導
入
期
で

あ
る
弥
生
時
代
の
始
ま
り
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
列
島
の
歴
史
に
お
け
る
水
稲
耕
作
の
重
要
性
は
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
視
点
か
ら
過
大
評
価
さ
れ
て
き
た
部
分
も
あ
る
。

小
規
模
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ニ
ッ
セ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
お
よ
び
そ
の
後
の
民
族
誌
的
な
聞
き
取
り
調
査
の
成

果
は
、
す
で
に
単
行
本
（
羽
生
他
編
二
〇
一
八
）
や
、『
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
地
域
社
会
』
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
小
稿
で
は
、
主
食
の
多
様
性
と
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
考
古
学
の
研
究
成

果
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
誌
的
な
聞
き
取
り
調
査
や
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
研
究
と
つ
な
が
る
の

か
に
つ
い
て
考
え
る
。
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狩
猟
採
集
民
の
二
つ
の
タ
イ
プ
と
主
食
の
出
現

上
記
の
よ
う
に
、
筆
者
の
専
門
は
、
縄
文
時
代
（
約
一
六
〇
〇
〇
～
二
五
〇
〇
年
前
）
の
考
古
学
で
あ
る
。
カ
ナ

ダ
・
マ
ッ
ギ
ル
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
で
は
、
関
東
・
中
部
地
方
の
縄
文
時
代
前
期
（
約
七
〇
〇
〇
～
五
四
〇
〇

年
前
）
の
う
ち
、
諸も
ろ

磯い
そ

式
土
器
が
使
わ
れ
た
時
期
（
諸
磯
式
期
：
約
六
〇
〇
〇
～
五
六
〇
〇
年
前
）
を
分
析
対
象
と
し

て
、
定
住
度
が
生
業
、
人
口
、
階
層
化
な
ど
の
文
化
の
諸
側
面
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
か
、
と
い
う
研
究
を

行
っ
た
（ 

羽
生
二
〇
〇
〇
）。

そ
れ
ま
で
の
定
説
で
は
、
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
前
期
初
め
頃
ま
で
の
定
住
度
は
低
か
っ
た
が
、
前
期
半
ば
以
降
は

大
集
落
が
一
般
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
定
住
狩
猟
採
集
民
と
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
、
と
い
う
解
釈

が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
諸
磯
式
期
の
集
落
遺
跡
の
デ
ー
タ
を
調
べ
て
み
る
と
、
住
居
址
が
一
～
二
軒
し
か
伴
わ

な
い
小
規
模
な
集
落
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
化
生
態
学
の
視
点
か
ら
ル
イ
ス
・
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
（Binford 

1980

）
が
提
唱
し
た
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
・
コ
レ
ク
タ
ー
・
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
こ
の
時
期
の
集
落
と
生
業
の
特
徴
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
発
掘
資
料
を
分
析
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
狩
猟
採
集
民
の
移
動
を
、
居
住
の
移
動
性
（residential m

obility

）
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
カ
ル

（
生
業
戦
略
的
）
な
移
動
性
（logistical m

obility
）
に
分
け
て
考
え
、
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
狩
猟
採
集
民
を
二
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
。
時
・
空
間
的
分
布
が
均
質
な
食
料
資
源
に
依
存
す
る
狩
猟
採
集
民
は
、
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と

呼
ば
れ
、
居
住
の
移
動
性
が
高
く
ロ
ジ
ス
テ
ィ
カ
ル
な
移
動
性
は
低
い
。
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
食
料
獲
得
活
動
は
居
住

地
近
く
に
限
ら
れ
て
お
り
、
貯
蔵
も
ま
れ
で
あ
る
（
図
４‒

１
）。

一
方
、
時
・
空
間
的
分
布
が
不
均
質
な
食
料
資
源
に
依
存
す
る
狩
猟
採
集
民
は
、
ビ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
命
名
に
よ
れ
ば
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コ
レ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
、
よ
り
定
住
的
だ
。
コ
レ
ク
タ
ー
は
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
に
く
ら
べ
て
居
住
の
移
動
性
は
低
く
、

ロ
ジ
ス
テ
ィ
カ
ル
な
移
動
性
は
高
い
。
コ
レ
ク
タ
ー
は
、
居
住
地
（
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
ベ
ー
ス
、residential 

base
）
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
ま
で
資
源
獲
得
隊
を
送
っ
て
食
物
を
大
量
に
獲
得
し
、
そ
れ
を
居
住
地
に
持
ち
帰
っ
て

貯
蔵
す
る
（
図
４‒

２
）。
コ
レ
ク
タ
ー
は
、
一
般
に
「
定
住
的
」
狩
猟
採
集
民
、
と
呼
ば
れ
る
が
、
通
年
定
住
を
す

る
例
は
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
、
年
に
数
回
、
居
住
地
を
移
動
す
る
、
季
節
定
住
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
の
利
点
は
、
定
住
度
と
考
古
資
料
と
の
対
応
関
係
が
モ
デ
ル
化
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
フ
ォ
ー
レ

ジ
ャ
ー
は
、
居
住
地
と
、
ロ
ケ
イ
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
資
源
の
獲
得
場
所
（
漁
場
、
狩
猟
場
な
ど
）
の
二
種
類
の
遺
跡

し
か
残
さ
な
い
の
に
対
し
、
コ
レ
ク
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ン
プ
（
資
源
獲
得
隊
の
一
時

的
キ
ャ
ン
プ
）、
貯
蔵
所
、
見
張
り
場
な
ど
の
多
様
な
遺
跡
を
残
す
（
図
４‒

１
、
図
４‒

２
）。

各
遺
跡
の
機
能
は
、
住
居
址
や
貯
蔵
穴
な
ど
の
遺
構
の
有
無
や
、
生
業
と
食
料
加
工
の
道
具
（
と
く
に
石
器
）
の
種

類
と
多
様
性
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
居
住
地
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
活
動
が
行

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
器
の
多
様
性
は
高
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ン
プ
や
貯
蔵
所
な
ど

機
能
の
限
定
さ
れ
た
遺
跡
に
お
け
る
石
器
の
多
様
性
は
低
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
コ
レ
ク
タ
ー
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
諸
磯
式
期
の
関
東
・
中
部
に
お
け
る
集
落
の
規
模
、
集
落

分
布
と
石
器
の
組
成
を
分
析
し
た
結
果
、
こ
の
時
期
の
デ
ー
タ
は
、
通
年
定
住
で
は
な
く
、
季
節
定
住
の
狩
猟
採
集
民

の
モ
デ
ル
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
研
究
対
象
と
し
た
時
期
の
中
で
の
時
間
的
変
化
を
調
べ
る

と
、
諸
磯
式
期
終
り
頃
の
関
東
地
方
で
は
、
き
わ
め
て
移
動
的
な
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
筆
者
は
、
関
東
・
中
部
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
前
期
後
半
の
狩
猟
採
集
民
は
、
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通
年
定
住
で
は
な
く
季
節
定
住
の
コ
レ
ク
タ
ー
を
基
本
と
し
て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
、
そ
の
生
業
・
集
落
シ
ス
テ
ム
は

必
要
に
応
じ
て
、
季
節
定
住
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
定
住
度
が
さ
ら
に
低
い
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
間
を
行
き
来
す
る
流
動
性

の
高
い
も
の
だ
っ
た
、
と
結
論
づ
け
た
。

資
源
利
用
の
多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
フ
ォ
ー
レ
ジ
ャ
ー
と
コ
レ
ク
タ
ー
の
違
い
を
考
え
る
な
ら
ば
、
フ
ォ
ー
レ

ジ
ャ
ー
は
、
特
定
の
資
源
に
は
依
存
せ
ず
、
居
住
地
の
周
り
に
あ
る
多
様
な
食
料
を
食
べ
、
そ
れ
が
な
く
な
る
と
次
の

居
住
地
に
移
動
す
る
、
食
の
多
様
性
が
高
い
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
レ
ク
タ
ー
は
、
サ
ケ
や
ド

ン
グ
リ
な
ど
、
特
定
の
季
節
に
特
定
の
場
所
で
大
量
に
収
穫
可
能
な
食
物
を
主
食
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
食
の
多

様
性
が
相
対
的
に
低
い
、
よ
り
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
狩
猟
採
集
民
で
あ
る
。

諸
磯
式
期
に
つ
い
て
は
、
鶴
見
川
流
域
の
貝
塚
遺
跡
が
著
名
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
食
生
活
は
海
産
資
源
が
重
要

で
あ
っ
た
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
貝
塚
遺
跡
も
含
め
て
、
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
の

大
多
数
は
、
海
岸
部
で
も
平
地
で
は
な
く
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
貝
塚
遺
跡
を
含
む
海
岸
部
の
遺

跡
の
石
器
組
成
を
調
べ
る
と
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
植
物
質
食
料
の
加
工
具
と
考
え
ら
れ
る
磨す
り

石い
し

類
が
圧
倒
的
に
多
い

（
羽
生
二
〇
一
八
）。

こ
れ
ら
の
考
古
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
と
、
諸
磯
式
期
の
人
々
は
、
植
物
質
食
料
、
と
く
に
で
ん
ぷ
ん
質
の
食
料
を
主

食
と
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
図
４‒

２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
季
節
定
住
の

場
合
に
は
、
季
節
ご
と
の
居
住
地
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
生
業
活
動
を
行
う
の
で
、
主
食
が
一
種
類
に
限
定
さ
れ
て
い
た

可
能
性
は
低
い
。
木
の
実
な
ど
を
主
食
と
し
な
が
ら
も
、
環
境
と
人
口
の
変
動
に
応
じ
て
、
生
業
活
動
と
食
生
活
、
定

住
度
を
柔
軟
に
変
化
さ
せ
る
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
生
業
・
集
落
シ
ス
テ
ム
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
原
稿
で
は
、
縄
文
時
代
の
人
々
を
狩
猟
採
集
民
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
、
縄
文
時
代
の
人
々
が
環

67

４．景観研究からみたアグロエコロジーと考古学
羽生　淳子



境
に
受
動
的
に
適
応
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
近
年
の
研
究
で
は
、
い
わ
ゆ
る
狩
猟
採
集
民
は
、
利
用
す
る

樹
木
の
管
理
栽
培
を
行
っ
た
り
、
定
期
的
な
野
焼
き
に
よ
っ
て
人
間
に
有
益
な
植
物
の
育
成
を
促
す
環
境
管
理
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、Lightfoot 2021

）。
こ
の
傾
向
は
、
と
く
に
、
上
記
の

分
類
で
コ
レ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
、
よ
り
定
住
的
な
狩
猟
採
集
民
に
顕
著
で
あ
る
。

三
内
丸
山
遺
跡
の
盛
衰
と
食
の
多
様
性
、
そ
し
て
環
境
へ
の
人
為
的
影
響

関
東
・
中
部
地
方
の
縄
文
時
代
前
期
諸
磯
式
期
の
次
に
筆
者
が
分
析
対
象
に
し
た
の
は
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
か
ら

中
期
末
（
約
五
九
〇
〇
～
四
四
〇
〇
年
前
）
に
居
住
さ
れ
た
青
森
県
青
森
市
三
内
丸
山
遺
跡
だ
っ
た
（
羽
生

二
〇
一
六
、二
〇
一
七
な
ど
）。
県
営
の
野
球
場
建
設
計
画
に
伴
う
緊
急
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
遺
跡
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
た
く
さ
ん
の
住
居
址
や
、「
大
型
掘
立
柱
建
物
遺
構
」（
直
径
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
巨
大
な
柱
穴
を
六

本
伴
っ
た
建
物
の
跡
）
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
が
検
出
さ
れ
（
青
森
県
史
編
さ
ん
考
古
部
会
編

二
〇
〇
二
）、
そ
の
発
掘
成
果
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
国
の
特
別
指
定
遺
跡

と
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
〇
二
一
年
に
は
、「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
決
定
し
た
。

こ
の
遺
跡
が
居
住
さ
れ
た
時
期
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
縄
文
土
器
の
型
式
編
年
研
究
に
も
と
づ
い
て
、
一
番
古
い

時
期
か
ら
順
に
、
円
筒
下
層
ａ
～
ｄ
式
（
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
前
期
後
半
）、
円
筒
上
層
ａ
～
ｅ
、
榎え
の
き
ば
や
し林
、
最さ
い

花ば
な

、
大だ
い

木ぎ

10
式
期
（
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
中
期
）
の
計
一
二
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
三
内
丸
山
の
集
落
に
お
け
る
住
居
の
数

は
時
期
に
よ
っ
て
増
減
を
示
す
が
、
時
期
が
住
居
址
の
数
が
一
番
多
い
の
は
、
中
期
中
頃
の
円
筒
上
層
ｄ
～
ｅ
式
期
と

呼
ば
れ
る
時
期
で
あ
る
。
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図
４‒

３
の
下
段
に
、
三
内
丸
山
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
住
居
址
の
う
ち
、
土
器
型
式
期
が
わ
か
っ
て
い
る
住
居
址
の

増
減
を
示
す
。
土
器
型
式
ご
と
の
住
居
址
数
の
変
化
を
人
口
の
大
ま
か
な
指
標
と
考
え
た
場
合
に
は
、
人
口
は
、
前
期

で
は
円
筒
下
層
ｄ
式
期
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
、
中
期
前
半
に
い
っ
た
ん
減
少
す
る
。
そ
の
後
、
円
筒
上
層
ｄ
～
ｅ

式
期
に
か
け
て
急
激
に
増
加
し
て
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
が
、
そ
の
直
後
の
榎
林
式
期
に
は
急
激
に
減
少
し
、
そ
の
後
、
多

少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
中
期
末
に
は
居
住
さ
れ
な
く
な
る
。
縄
文
中
期
中
頃
を
ピ
ー
ク
と
す
る
住
居
址
数
の
増
減

は
、
三
内
丸
山
遺
跡
だ
け
に
特
有
の
現
象
で
は
な
く
、
青
森
県
内
で
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
（
羽
生
二
〇
一
七
）。

興
味
深
い
こ
と
に
、
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
の
時
間
的
変
化
を
調
べ
る
と
、
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、

石
器
組
成
の
多
様
性
が
減
少
す
る
（
図
４‒

３
中
段
）。
い
ち
ば
ん
古
い
円
筒
下
層
ａ
式
期
（
約
五
九
〇
〇
年
前
）
の

石
器
で
は
、
石せ
き

匙ひ

（
取
っ
手
付
き
の
ナ
イ
フ
）
や
石
錐
（
穴
を
あ
け
る
工
具
）
な
ど
、
魚
や
動
物
の
捕
獲
と
解
体
、
獲

物
の
皮
の
処
理
な
ど
に
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
剥
片
石
器
が
多
い
。
そ
の
後
、
円
筒
下
層
ｂ
式
期
（
約
五
六
〇
〇
年

前
）
か
ら
中
期
初
め
の
円
筒
上
層
ａ
式
期
（
約
五
三
〇
〇
年
前
）
に
か
け
て
植
物
質
食
料
の
加
工
具
と
考
え
ら
れ
る
磨

石
が
次
第
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
、
中
期
前
半
～
中
頃
（
円
筒
上
層
ｂ
～
ｄ
式
期
）
に
は
、
磨
石
が
石
器
の
半
数
以
上

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
の
円
筒
上
層
ｅ
式
期
（
約
四
九
〇
〇
年
前
）
に
は
、
そ
れ
ま
で
多
量

に
あ
っ
た
磨
石
の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
、
石
器
組
成
の
主
体
は
石せ
き

鏃ぞ
く

（
矢
じ
り
）
と
な
る
。
続
く
榎
林
式
期
以
降
、

三
内
丸
山
の
集
落
規
模
は
急
激
に
減
少
し
、
遺
跡
の
居
住
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

石
器
の
機
能
と
多
様
性
の
デ
ー
タ
か
ら
三
内
丸
山
遺
跡
の
居
住
者
の
生
業
と
食
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
円
筒
下

層
ａ
式
期
に
石
匙
や
石
錐
な
ど
が
多
い
。
こ
の
時
期
の
低
湿
地
層
か
ら
多
量
の
魚
骨
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
遺
跡
の
居
住
開
始
期
に
は
、
魚
を
中
心
と
す
る
動
物
性
食
料
の
比
重
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
の
磨
石
の
増
加
は
、
徐
々
に
木
の
実
な
ど
の
植
物
質
食
料
の
重
要
性
が
増
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
石
器
組
成
が
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生
業
と
食
の
多
様
性
を
反
映
す
る
と
仮
定
す
る
と
、
出
土
石
器
の
半
数
以
上
が
磨
石
と
な
る
円
筒
上
層
ｂ
式
期
か
ら
上

層
ｄ
式
期
は
、
植
物
質
食
料
の
比
重
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
結
果
、
生
業
と
食
の
多
様
性
が
極
め
て
低
く
な
っ
た
時
期

と
解
釈
で
き
る
。
円
筒
上
層
ｅ
式
期
（
約
四
九
〇
〇
年
前
）
以
降
は
、
そ
れ
ま
で
多
量
に
出
土
し
て
い
た
磨
石
が
石
器

組
成
に
占
め
る
割
合
は
急
激
に
減
り
、
石
器
組
成
の
主
体
は
石
鏃
と
な
る
。
磨
石
の
比
率
の
減
少
に
少
し
遅
れ
て
、
住

居
址
数
に
反
映
さ
れ
る
集
落
の
規
模
は
急
激
に
減
少
し
、
遺
跡
の
居
住
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
三
内
丸
山
遺
跡
に
お
け

る
こ
の
よ
う
な
石
器
組
成
の
特
徴
と
住
居
址
数
の
変
化
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
こ
の
遺
跡
に
お
い
て
は
、
前
期
か
ら
中

期
は
じ
め
に
か
け
て
、
特
定
の
植
物
質
食
料
の
重
要
性
が
徐
々
に
増
し
て
い
っ
た
結
果
、
円
筒
上
層
ｂ
～
ｄ
式
期
に
は
、

生
業
と
食
の
多
様
性
が
失
わ
れ
て
生
業
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
低
下
し
、
そ
れ
が
人
口
減
少
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
（
羽
生
二
〇
一
六
、二
〇
一
七
な
ど
）。

三
内
丸
山
遺
跡
に
関
し
て
、
辻
誠
一
郎
（
二
〇
一
一
、二
〇
一
八
）
は
、
主
に
花
粉
分
析
の
結
果
か
ら
、
三
内
丸
山

集
落
の
居
住
開
始
直
後
か
ら
ク
リ
の
単
相
林
が
人
為
的
に
形
成
さ
れ
始
め
、
そ
れ
が
円
筒
上
層
ｅ
式
期
ま
で
維
持
さ
れ

た
の
ち
に
榎
林
式
期
以
降
に
衰
退
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
谷
筋
の
ト
チ
ノ
キ
林
が
急
速
に
拡
大
し
た
、
と
す
る
考
え
を

示
し
て
い
る
。
三
内
丸
山
遺
跡
に
お
け
る
花
粉
の
保
存
状
態
は
時
期
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
現
時

点
で
は
、
磨
石
を
用
い
て
加
工
さ
れ
た
食
物
の
す
べ
て
が
ク
リ
で
あ
っ
た
と
特
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
（
羽
生

二
〇
一
五
）。
し
か
し
、
も
し
ク
リ
の
単
相
林
が
形
成
さ
れ
て
そ
れ
が
主
な
食
料
源
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
短
期
的
に
は
食
料
増
産
に
役
立
っ
た
と
し
て
も
、
長
期
的
に
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
の
少
な
い
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
低
い
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
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地
域
景
観
の
連
続
性
と
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

東
日
本
に
お
け
る
縄
文
時
代
中
期
は
、
縄
文
時
代
の
中
で
推
定
人
口
値
が
最
も
高
い
時
期
で
あ
り
、
そ
の
前
後
の
人

口
の
盛
衰
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
と
く
に
、
中
期
末
に
は
、
三
内
丸
山
以

外
に
も
多
く
の
大
規
模
集
落
が
廃
棄
さ
れ
て
集
落
遺
跡
の
総
数
も
減
少
し
、
全
体
と
し
て
人
口
が
大
き
く
減
少
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
山
一
九
八
四
な
ど
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
約
四
三
〇
〇
〜
四
二
〇
〇
年
前
の
、

ボ
ン
ド
3
イ
ベ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
地
球
規
模
の
気
候
寒
冷
化
を
原
因
と
考
え
る
説
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
図
４‒

３
に
示
し
た
結
果
か
ら
は
、
三
内
丸
山
に
つ
い
て
は
、
集
落
規
模
の
減
少
は
、
ボ
ン
ド
3
イ
ベ
ン
ト
の
数

百
年
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
四
三
〇
〇
年
前
ご
ろ
の
寒
冷
化
が
直
接
の
原
因
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、

生
業
と
食
の
多
様
性
が
下
が
っ
た
結
果
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
自
体
が
低
下
し
、
そ
こ
に
短
期
の
冷
害
や
干
ば

つ
、
虫
害
な
ど
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
大
規
模
な
人
口
減
少
を
伴
う
シ
ス
テ
ム
の
解
体
が
進
ん
だ
と
考
え
た
ほ
う
が

説
明
し
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
さ
ら
に
検
討
す
る
に
際
し
て
に
は
、
ホ
リ
ン
グ
ら
が
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性

モ
デ
ル
（
本
冊
子
2
章
図
２‒

５
）
か
ら
出
発
し
て
、
そ
の
後
、
時
間
を
新
た
な
変
数
と
し
て
加
え
た
適
応
サ
イ
ク
ル

の
モ
デ
ル
と
、
短
期
・
中
期
・
長
期
適
応
サ
イ
ク
ル
の
相
互
関
係
を
考
え
る
た
め
に
提
唱
し
た
パ
ナ
ー
キ
ー
の
モ
デ
ル

（H
olling, Gunderson and Peterson 2002

）
も
示
唆
に
富
む
（
図
４‒

４
、
羽
生
他
編
二
〇
一
八
：
九
頁
参
照
）。

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
植
物
遺
存
体
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
民
族
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
る
近
現
代
の
農
山

村
の
植
物
利
用
と
共
通
点
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
民
族
誌
に
お
け
る
雑
穀
を
木
の
実
に
置
き
か
え
れ
ば
、
縄
文
時
代

か
近
現
代
に
い
た
る
景
観
利
用
の
連
続
性
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
顕
著
で
あ
る
。

考
古
学
と
民
族
誌
史
研
究
が
、
生
態
系
の
多
重
安
定
性
を
重
視
す
る
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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食
料
生
産
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
、
数
百
年
か
ら
時
に
は
千
年
を
超
え
る
長
期
的
な
視
点
か
ら
研
究
が

可
能
に
な
る
。
そ
し
て
、
考
古
・
民
族
誌
デ
ー
タ
が
豊
富
で
里
山
の
景
観
が
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
日
本
の
各
地
域

は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
に
適
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。

文
献

青
森
県
史
編
さ
ん
考
古
部
会
編
『
青
森
県
史　

別
編　

三
内
丸
山
遺
跡
』
青
森
県
。

伊
藤
由
美
子
・
羽
生
淳
子
二
〇
一
八
「
生
業
の
多
様
性
と
漆
―
歴
史
生
態
学
か
ら
み
た
二
戸
市
浄
法
寺
地
区
の
漆
産

業
―
」
羽
生
淳
子
・
佐
々
木
剛
・
福
永
真
弓
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
―
東
北
に
お
け
る
在
来
知
と

環
境
教
育
の
現
在
―
』
東
海
大
学
出
版
部
、
一
八
九
～
二
〇
二
頁
。

小
山
修
三　

一
九
八
四
『
縄
文
時
代
：
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
考
古
学
に
よ
る
復
元
』
中
公
新
書
。

真
貝
理
香
・
羽
生
淳
子
二
〇
一
八
「
主
食
の
多
様
性
、
在
来
知
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
―
歴
史
生
態
学
か
ら
み
た
北
上
山
地

旧
川
井
村
地
区
の
文
化
景
観
―
」
羽
生
淳
子
・
佐
々
木
剛
・
福
永
真
弓
編
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
―

東
北
に
お
け
る
在
来
知
と
環
境
教
育
の
現
在
―
』
東
海
大
学
出
版
部
、
九
九
～
一
四
〇
頁
。

辻
誠
一
郎 

二
〇
一
一
「
縄
文
時
代
前
・
中
期
の
三
内
丸
山
集
落
生
態
系
史
」『
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
〇
号
、
三
七
～
五
一
頁
。

辻
誠
一
郎
二
〇
一
八
『
隙
間
を
生
き
る
―
植
生
史
か
ら
生
態
系
史
へ
―
』
辻
誠
一
郎
教
授
退
任
記
念
実
行
委
員
会
。

羽
生
淳
子
二
〇
〇
〇
「
縄
文
人
の
定
住
度
」『
古
代
文
化
』
第
五
二
巻
第
二
号
二
九
～
三
七
頁
、
四
号
一
八
～
二
九
頁
。

羽
生
淳
子
二
〇
一
五
「
歴
史
生
態
学
か
ら
見
た
長
期
的
な
文
化
変
化
と
人
為
的
生
態
シ
ス
テ
ム
：
縄
文
時
代
前
・
中
期

の
事
例
か
ら
」『
第
四
紀
研
究
』
第
五
四
巻
第
五
号
、
二
九
九
～
三
一
〇
頁
。
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羽
生
淳
子
二
〇
一
六
「
食
の
多
様
性
と
気
候
変
動
」『
考
古
学
研
究
』
第
六
三
巻
第
二
号
、
三
八
～
五
〇
頁
。

羽
生
淳
子
二
〇
一
七
「
縄
文
時
代
の
食
と
環
境
」『
科
学
』
第
八
七
巻
第
二
号
、
一
五
四
～
一
五
七
頁
。
岩
波
書
店
。

羽
生
淳
子
二
〇
一
八
「
横
浜
市
港
北
区
高
田
貝
塚
と
そ
の
周
辺
の
縄
文
時
代
前
期
遺
跡
」
白
石
浩
之
編
『
旧
石
器
時
代

文
化
か
ら
縄
文
時
代
文
化
の
潮
流
』
三
九
九
～
四
一
一
頁
。
六
一
書
房
。

羽
生
淳
子
・
佐
々
木
剛
・
福
永
真
弓
編
二
〇
一
八
『
や
ま
・
か
わ
・
う
み
の
知
を
つ
な
ぐ
―
東
北
に
お
け
る
在
来
知
と

環
境
教
育
の
現
在
―
』
東
海
大
学
出
版
部
。
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図４−１　�フォーレジャーのセトルメント・パターン（Binford 1980 より模式化）。
太矢印は季節的移動、★印は居住地、×印はロケイション（資源の獲得場所）、
網掛けは、フォーレジング・ゾーン（資源獲得活動の範囲）。

図４−２　�コレクターのセトルメント・パターン（Binford 1980 より模式化）。
点線矢印は資源獲得グループのルート。★１は冬の居住地、★２は初夏
の居住地、★３は夏の居住地、□はフィールド・キャンプ、〇は見張り場、
△は貯蔵所。他の記号は図４−１に同じ。
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図４−３　三内丸山遺跡の変遷。（羽生 2016 に掲載された図を改変）

図４−４　パナーキー理論による短期・中期・長期適応サイクル（Holling, 
Gunderson and Peterson 2002：75 頁より改変）
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